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１ は じ め に
日本ではＮＨＫで放送された 『冬のソナタ』 がヒットし, 主役を演じたペ・ヨンジュンが
｢ヨン様｣ と呼ばれ, 大きな話題となった｡ 『冬ソナ』 (日本のメディアでは 『冬のソナタ｣
は 『冬ソナ』 と呼ばれる) に限らず, 韓国ドラマが日本のテレビでいくつも放送され, 韓国
映画の人気とともに2004年に ｢韓流ブーム｣ が起きた｡ 一般の日本人はこれが日本だけの現
象と勘違いしているが, じつは韓国ドラマの人気は東アジアのみならず, 東南アジアにも広
がっている｡ 今回の発表ではインドネシアを取り上げ, 韓国ドラマが人気となった背景を考
えてみたい｡ 2002年にインドシアル (Indosiar) という民放局で放送された 『秋の童話』 が
ヒット, 続いて 『冬のソナタ』 が別の局で放送され, これも人気になった｡ インドシアルの
サイトにある掲示板に寄せられたファンの声などを参考にして, どうしてインドネシアで韓
国ドラマが人気となったか考えていきたい｡ また, 韓国ドラマの人気に関して, インドネシ
アと日本でどういう点が違うか考えてみたい｡
２ 日本の韓流ブーム
日本では衛星放送が一種の市場調査の役割を果たしている｡ 新しいタイプの番組は, 衛星
放送で視聴者の反応を探った後, 地上波で放送されることが多い｡ 韓国製のテレビドラマも
最初に衛星放送で日本に紹介された｡ 日本のテレビで初めて放送された韓国ドラマは 『秋の
童話』 (2000年ＫＢＳ制作) である｡ 赤ちゃん取り違え事件のために, 兄妹として育った男
女の悲恋を描いたドラマで, 2002年にＢＳ日テレで放送された (その後, 地方局で放送され
た)｡ 『秋の童話』 に続いて, 『レディ・ゴー！』 (1999年ＭＢＣ制作), 『星に願いを』 (1997
年ＭＢＣ制作) などがＢＳ日テレで放送された｡ 『星に願いを』 は, 孤児院育ちの女性がデ
ザイナーとして成功するストーリーで, 韓国では40.0％の視聴率を獲得した人気ドラであっ
た [田代 2003：126]｡ 一方, 地上波キー局で初めて取り上げられた韓国ドラマは, 2002年
にテレビ朝日で放送された 『イヴのすべて』 (2000年ＭＢＣ制作) である｡ これらのドラマ
は, 一部の韓国ファンには支持されたものの, 一般の視聴者に広く認知されたとはいえない｡
ただし, 『冬ソナ』 ブームの後に, これらのドラマは日本各地の地方局で再放送され, 一定
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インドネシアに広がる韓流ドラマの人気
の視聴率を上げるようになった｡ 韓流ブームの先駆けとなったのは, テレビドラマよりも韓
国映画であった [毛利 2004：19]｡ 2000年に一般公開された 『シュリ』 は18億円以上の配収
を上げるヒット映画となった1)｡ さらに, 2003年に公開された 『猟奇的な彼女』 は, 日本で
も大きな話題を呼び, マスコミでしばしば取り上げられた｡
日本で画期的なブームを引き起こした 『冬のソナタ』 (2002年ＫＢＳ制作)は, 他の韓国ド
ラマと同様に最初は地上波ではなく衛星放送で放送された｡ ＮＨＫの衛星放送 (ＢＳ２) で
夜10時という時間帯に2003年４月から放送を開始した [毛利 2004：1920]｡ このドラマは,
韓国では平均視聴率が23.1％であり, すでに紹介した 『星に願いを』 と 『イヴのすべて』 と
比べると, 特に大きな話題を呼んだドラマというわけではなかった｡ しかし, 日本では視聴
者の間で反響を呼ぶこととなり, 2003年の年末には衛星放送で再放送された｡ また, ＮＨＫ
は 『冬のソナタ』 のＤＶＤを発売した｡ さらに主役を演じたペ・ヨンジュンが2004年４月に
来日し, マスコミで大きく取り上げられた｡ この来日時の大フィーバーから, ペ・ヨンジュ
ンという名前ではなく, ｢ヨン様｣ という呼び名が完全に日本のマスコミで使われるように
なった [李 2004：9495]｡ 来日の直後に地上波のＮＨＫ総合 (毎週土曜日夜11時10分から)
で放送を開始した時には, 衛星放送とは比べ物にならない視聴率を獲得し, 最終回は23.8％
(関西における調査) という外国製ドラマとしては驚異的な視聴率に達した｡ 2004年は 『冬
ソナ』 の人気と ｢ヨン様｣ ブームが頂点に達した年だと言える｡ 『冬ソナ』 と ｢ヨン様｣ に
ハマったファンは, 30～40代の女性が中心であり, 現代日本のドラマには失われた ｢純愛｣
に対するノスタルジアの感情が強いといわれる [岩渕 2004：120121；李 2004：102103]｡
日本の男性にはみられない ｢誠実｣ と ｢ひた向き｣ などの特質を持ち合わせていることが
｢ヨン様｣ の魅力だという｡
韓流の人気は ｢ヨン様｣ に止まるものではなかった｡ 2005年になっても韓国ドラマの人気
は続き, 日本のテレビ界に一つのジャンルとして完全に定着したといえる｡ 2005年に放送さ
れた韓国ドラマには次のものがある (2005年８月現在)2)｡ ＮＨＫでは 『冬ソナ』 と同じ時間
帯に, 『美しき日々』 (2001年韓国ＳＢＳ) が放送され, それが終了した後は 『オールイン
運命の愛』 (2003年ＳＢＳ制作) が放送されている｡ また, ＮＨＫの衛星放送では, 『宮廷女
官 チャングムの誓い』 (20032004年ＭＢＣ制作) と 『初恋』 (1996年ＫＢＳ制作) が放送
されている｡ 後に, 『チャングムの誓い』 は地上波で土曜日の夜に放送されるようになった｡
これは日本でこれまでに放送された韓国ドラマと違って, 16世紀の朝鮮王朝を舞台とした歴
史ドラマであり, 女性ファンだけでなく, 男性ファンにも支持されるようになったといわれ
る3)｡ また, 『初恋』 は 『冬ソナ』 で主役を演じた ｢ヨン様｣ とチェ・ジウが出演しているこ
とで話題を集めている｡ このようにＮＨＫは韓国ドラマに力を入れているが, 民放も韓国ド
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1) 2004年５月４日付 『朝日新聞』 ｢時時刻刻 『韓流』 映像アジア席巻｣
2) ｢海外ドラマ情報ページ｣ (http://www.geocities.co.jp/Hollywood/4103/index.html, 2005年８月７日参
照) に情報に基づく｡
3) 2005年７月７日付 『朝日新聞』 (夕刊) ｢成功物語 韓流人気再び｣
ラマを放送するようになり, 『天国の階段』 (2003年ＳＢＳ制作) と 『愛の群像』 (1999年Ｍ
ＢＣ制作) を始めとして, 日本各地の民放局で約30本もの韓国ドラマが放送されている｡
３ インドネシアのテレビ放送
ここで簡単に, インドネシアのテレビ史を紹介しよう [小池 1998：194215, 2005：81
85]｡ 1962年に放送を開始したインドネシア共和国テレビ (TVRI) は, 政府の直接的所管の
下にある唯一の放送局として長い間インドネシアのテレビ放送を独占してきた｡ TVRIが放
送を開始したのは第１代大統領スカルノの時代 (19451968) であったが, じっさいにテレ
ビ放送を自己の支配体制のために最大限に利用したのは２代目のスハルト大統領 (1968
1998) である｡ 30年間続いたスハルトの体制は ｢新秩序｣ (Orde Baru) と呼ばれ, 軍部の力
を背景として ｢安定｣ と ｢開発｣ を最優先の課題とした｡ 1976年から国内衛星パラパによる
全国放送が始まり, 東西に長い島国であるインドネシア各地に首都ジャカルタから単一の番
組を送ることが可能になった｡ 視聴者はほかに選択肢がないため TVRIを観ていたが, その
放送内容に対する不満が高まっていった｡ 1989年にはじめての民放 RCTIが開局し, 長く続
いた TVRIによるテレビ放送の独占体制に終止符が打たれ, インドネシアでも民放の時代が
始まった｡ 1990年に SCTV, 1991年にＴＰＩ (インドネシア教育テレビ), 1993年に ANTV,
1995年にインドシアル (Indosiar) と, 多チャンネル化が急速に進展した｡ 民放開局の背景
として考慮すべき点は, 経営陣の出自である｡ 民放５局のなかで３局がスハルト大統領のフ
ァミリーが経営に関わりをもつテレビ局であった｡
ファミリー・ビジネスなどスハルト体制の腐敗を追及する学生を中心とする国民的運動に
よって, 1998年にスハルトが退陣に追い込まれた｡ ｢新秩序｣ の体制が崩壊し, 改革
(Reformasi) の時代になってあらたに５局が開局した｡ スハルト退陣後に副大統領から大統
領の地位に就いたハビビ (19981999) が, 新聞・テレビなどジャーナリズムの自由化を急
激に推し進めた政策の一環として, テレビの設立にも許可を出したのである｡ 2001年２月に
メトロ (Metro TV) が開局したのに続き, 同年中にトランス (Trans TV), TV 7, グロー
バル (Global TV), LaTiViがつぎつぎと放送を開始した [Kitley 2003: 108]｡ 21世紀に入り
ジャカルタなど都市部の視聴者にとって, 先行の６局に加えて新たに５局が選択の対象とな
ったのである｡
第２次の多局化の背景として, 都市部を中心とするグローバルな消費文化のさらなる浸透
に伴って, 広告の媒体としてのテレビの役割がよりいっそう高まったことが挙げられる｡ 各
テレビ局は利潤の追求のため高い視聴率の獲得を目指して, 熾烈な競争を繰り広げることに
なった｡ 全国的なテレビ局の数が11局に増えれば, 局内で制作可能な番組数に予算面で制限
がある以上, 必然的に一日のプログラムを埋めるためのソフトの不足を招くこととなる｡ 安
価で, かつ視聴者に魅力がある番組ソフトを求めるテレビ局間の競争はさらに激しいものと
なった｡ 従来インドネシア製の番組と並んで, アメリカ製の映画とドラマ, 日本製のアニメ
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とドラマ, 台湾・香港製の映画と時代劇ドラマ, インド映画, 中南米製のメロドラマ
(telenovela) など多様な外国製番組が人気を集めていた｡ 多局化に伴う番組ソフトの不足の
ため, ソフトを求める対象はさらに拡大することとなった｡
４ インドネシアの韓流ブーム アジアにおけるメディアの流通
韓国のドラマがインドネシアでヒットする前に, 東アジアで制作されたドラマがいくつも
放送されていた｡ 1986年に TVRIで放映され大ブームを引き起こした 『おしん』 (ＮＨＫ制
作) がインドネシアで最初に有名になった東アジア製のドラマである｡ 多局化の時代に入り,
1995年にインドシアルで 『東京ラブストーリー』 を筆頭として次々と日本のフジテレビ制作
のトレンディ・ドラマが放送された｡ このような日本製ドラマはインドネシア語に翻訳され
た題名ではなく, 英語の題名がつくのが特徴である｡ たとえば, 『101回目のプロポーズ』 は
101 Proposal, 『あすなろ白書』 は Ordinary Peopleというタイトルになった｡ その後, 日本製
のドラマは何本か放送されているが, とくにブームを引き起こすわけではなかった｡ インド
ネシアでは日本製ドラマよりも香港・台湾で制作されたドラマのほうが数としては, はるか
に勝っている｡ 中国語圏のドラマはドラマ・マンダリン (drama Mandarin) と総称される｡
今日では次に述べるように現代劇も放送されているが, 以前はカンフーのアクションを特徴
とする時代劇が主流であった｡
従来とはまったく異なる, 現代のキャンパスを舞台とした新しいタイプの台湾製ドラマ
『流星花園』 がインドネシアで放送された｡ 2001年に日本のマンガ 『花より男子』 (神尾葉子)
に基づいて台湾でドラマ化され, 若者の間で大ヒットした｡ このドラマは2002年２月に中国
で放送され大きな反響を呼んだ [青崎 2004：9697]｡ 『流星花園』 はMeteor Gardenという
英語のタイトルがついて中国語圏外の東南アジア諸国でも大人気となった｡ インドネシアで
は2001年にインドシアルで放送され12％という高視聴率を獲得した｡ 約308万人がこのドラ
マを観たことになる [Rachmah 2004: 17]｡ 『流星花園』 に出演した男性４人組 (Ｆ４と呼ば
れる) は一躍インドネシアのアイドルとなった｡
『流星花園』 の大ヒットは, インドネシアのテレビ局に台湾だけでなく, それ以外のアジ
ア諸国のドラマにも目を向けさせる結果となった｡ 2002年にインドシアルは初めて韓国製の
ドラマ 『秋の童話』 (Endless Love) を放送した｡ 日本や台湾のドラマと同様に, 韓国製ドラ
マにも英語のタイトルが使用される｡ インドシアルは比較的に安価な放送権料しか払わなか
ったが, このドラマはヒットし, 視聴率10％を獲得したのである [Rachmah 2004: 16, 21]｡
このようなアジア地域における韓国ドラマの人気を知ると, ｢韓流｣ ブームが日本だけの現
象ではなく, 汎アジア的ともいえる ｢韓流｣ に対する関心の高まりの一環であることがよく
理解される｡ 日本で韓国ドラマが人気となるよりもはるかに早く, 1997年には中国と台湾で
『星に願いを』 (1997年ＭＢＣ制作) という韓国ドラマが放映されヒットした｡ その後, 韓国
ドラマがつぎつぎと放映されている｡ 台北で2001年11月に実施された調査 (15～24歳の男女)
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では, ｢好きなテレビ番組｣ として ｢日本のドラマ｣ を挙げた人が22.5％いたが, 2003年１
月の調査では ｢よく見るテレビドラマ｣ について, ｢韓国のドラマ｣ という回答が23.2％に
達して, 18.2％の ｢日本のドラマ｣ という回答を上回っている [経済産業省商務情報政策局
文化情報関連産業課 2003：12]｡ 韓国ドラマはまず中国語圏で人気が高く, それがインドネ
シアなど東南アジアにも拡大したのである [青崎 2004：90]｡
圧倒的に若者に支持された台湾製の 『流星花園』 と違って, 『秋の童話』 は若者層だけで
なく主婦層にも人気があった [CP 2002]｡ このヒットが一つのきっかけとなってインドネ
シアでも次から次へと韓国製ドラマが放映されるようになった｡ 日本で大ブームを引き起こ
した 『冬のソナタ』 も SCTVでWinter Sonataという英語タイトルで放送されヒットしたの
である｡ このほか, 『フレンズ (Friends)』 (2002年ＴＢＳ・ＭＢＣの共作) という日本・韓
国の共作ドラマも含めて, 『イブのすべて (All about Eve)』, 『ホテリアー (Hotelier)』 (2001
年ＭＢＣ制作), 『天国の階段 (Stair to Heaven)』, 『オール・イン 運命の愛 (All In)』 (2003
年ＳＢＳ制作), 『フルハウス (Hull House)』 (2004年ＫＢＳ制作) など, 日本で放送されて
いるのと同じような韓国ドラマがインドネシアで放送されている｡ また, 興味深いのは, イ
ンドネシアの世界的な観光地であるバリ島を舞台に, ４人の韓国人の若者が織りなす愛と葛
藤を描いた 『バリでの出来事 (Memories of Bali)』 (2004年ＳＢＳ制作) である｡ インドネ
シアの視聴者にとって自国が舞台ということもあって, とくに注目されている｡
日本では ｢冬ソナ｣ に代表される ｢韓流｣ ブームの結果, 韓国と韓国語に対する関心が急
速に高まったといわれる [高野・山登 2004：25]｡ インドネシアでも同様の現象が起きて
いる｡ インドシアルのサイトの中にある掲示板には ｢韓国語を習う｣ (belajar bahasa korea)
というコーナーがあり4), ｢どこで韓国語を習えるのか？｣ などの書き込みがみられる｡ その
なかには, 『冬のソナタ』 に出演し, 歌手でもあるパク・ヨンハが好きで韓国語を習いたい
というファンの声, ｢私は韓国語を勉強したい……パク・ヨンハに恋したよ (aku juga mau
blajar bhs Hangul Korea ... jadi jatuh cinta nih sama Park Yong Ha)｣ も載っている｡ 日本では
｢ヨン様｣ として知られる, 主役を演じたペ・ヨンジュンが突出して熱狂的な人気だが, イ
ンドネシアではパク・ヨンハが2003年にインドネシアを訪問し, 大きな話題となった｡ パク
・ヨンハの訪問は韓国の携帯電話会社がスポンサーとなったイベントであり, 韓国人タレン
トの人気を韓国の企業戦略が利用していることを示している5)｡ 韓国ドラマの人気はインド
ネシアと日本で共通の現象といえるが, どういう俳優が人気を獲得するかは, 両国のローカ
ルな嗜好の違いを反映し, 一概にいえることではない｡ これには, 日本の韓国ドラマの視聴
者よりもインドネシアの韓国ドラマのファンのほうが全体的に若いということも関係してい
る｡ 韓国ドラマは20歳以下の視聴者が比較的よく観る夕方の時間帯に放送されることが多い
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4) このインドシアルの掲示板 (Forum Diskusi) のアドレスは以下のとおりである｡
http://www.indosiar.com/welcome/forum/topic.asp?TOPIC_ID=5303, 2004年12月１日参照｡
5) http://www.kplaza.com/news/20031211_3.html, 2004年３月17日参照｡
のである｡
日本製ドラマと中国語圏のドラマと同様に, 韓国ドラマも英語の題名がつけられ, インド
ネシア語の吹き替えで放送されるので, 視聴者にとっては, どの国のドラマなのか分からな
くなる場合がある｡ じっさいインドネシアの人たちから話を聞いても, 韓国と, 日本, 台湾
のタレントの違いがよく分からないと答える人たちが多い｡ インドネシア人から見れば, 東
アジアに住む人間の顔立ちには, 違いはないようである｡ 上で紹介したような掲示板に書き
込むような, 韓国ドラマとしっかりと認識して, 楽しむファンがいると同時に, 国の違いを
意識せず, 漠然と ｢アジアのドラマ (drama Asia)｣ と受け取って, 観ている視聴者も多く
入ることは無視できない｡
５ お わ り に
最後に, 韓国ドラマが数多く放送されている背景を考えてみよう｡ 第一に考えられるのは
番組ソフトの価格である｡ 韓国ドラマの価格がアメリカ製テレビドラマの放送権料と比べ,
さらにインドネシア製ドラマ (シネトロン) の制作費と比べてもはるかに安いことが要因の
一つであるといえる｡ 多局化によってテレビ局間でソフトをめぐる争いが熾烈になり, 慢性
的なソフト不足状態が続いたことが, 韓国などから数多くのテレビドラマを輸入する背景に
なっている｡ また, 単にインドネシア側の事情だけでなく, 韓国ドラマの場合, 政府の映像
文化輸出政策6) に支えられている部分が多いことが知られている [青崎 2004：103104]｡
韓国政府は2003年に放送映像産業振興５ヵ年計画を発表し, 総額500億円の予算を文化産業
への支援に向けている7)｡ インドネシア側の需要が高まる一方, 供給側で韓国政府のように
文化ソフトの輸出を積極的に推進すれば, その結果はおのずから明らかであろう｡ 韓国ドラ
マの人気はうまく需要側と供給側の思惑が一致したケースである｡
第二に, 首都ジャカルタを始めとするインドネシアの都市部にも, ソウルや東京, 台北と
共通するような都市的な消費主義文化が浸透し, そしてそれを支える購買力をもった中間層
と呼ばれる人々が増加したことも忘れてはいけない｡ テレビＣＭが宣伝する多種多様な商品
に囲まれた生活は, いわゆる中間層とよばれる人々のライフスタイルであり, それはもはや
インドネシア的と呼べるようなものではなく, アジアの諸都市に共通する都市住民の生活様
式である｡ 韓国ドラマの背景になっているのは, おもに都市部の生活であり, それは現代に
おいては, 東京や台北の暮らしとそんなに違いはないものである｡ こうして生まれた ｢文化
的近さ｣ [岩渕 2001：236237] が, インドネシアにおいて, 韓国ドラマにハマる視聴者を
増やしている要因の一つと言えよう｡
第三に, ドラマの内容が挙げられる｡ インドネシアではイスラム教徒が人口の約９割を占
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6) 日本でも韓国政府に刺激され, 2001年から経済産業省の文化情報関連産業課 (通称 ｢メディアコン
テンツ課｣) を発足し, テレビ番組・映画・ゲームなど ｢コンテンツ｣ の輸出に力を入れるようにな
っている｡
7) 2004年５月４日付 『朝日新聞』 ｢時時刻刻 『韓流』 映像アジア席巻｣
めているため, テレビ・ドラマのなかで男女関係と性に関する表現が日本の場合よりも過激
でないものが求められている｡ アメリカ製や日本製のドラマの一部にはインドネシアのスタ
ンダードでは10代を含むような視聴者には相応しくないものもある｡ その点, 韓国製のドラ
マには, インドネシアで放送される上で問題となるようなシーンはなく, 受入れやすいとい
う側面が指摘できる｡
今までインドネシアにおいて韓国の存在はあまり大きいとはいえなかった｡ そのインドネ
シアで韓流ドラマを通して Koreaという国名が浸透したことは, メディアの世界を超えて,
重要な意味をもっている｡ 韓国企業のインドネシア進出にとっても無視できない影響を今後
与えるであろう｡
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